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　本書は「心脳」のトータルな技術的理解を目指します（心脳
とは脳機能の発揮としての心をいいます）。「共鳴」が心脳の基
礎です。〈類似〉が一つの基本原理であり、物や事やヒトに対し
て、心脳はその類／非類を類似／不類似（あるいは同／異）に
よって知ります。共鳴がどうやって起きるのか、共鳴がどう使
われるのか。そのメカニズムの技術的議論が本書の一つの中心
テーマです。‌
　‌本書の目的は、心脳のトータルな理解です。本書で、心脳の
全体を貫く一つの“大通り”について理解できると考えていま
す。‌
　‌現在、技術の側では、ディープ・ラーニングや生成AIの発展
によってAIが人間を陵駕する可能性が本気で言われる時代で
す。それに対して学問の側が、人間と心脳をどう捉えるかを表
明することは“社会的にも”意味のあることだと思われます。例
えば本書はイヌ等の「無言語知能」にも関心をもちます。そこ
らがヒト心脳の出自であり、基礎です。本研究は実用が目的で
ない、心脳の理解自体が目的の、全的な心脳論をめざしたいと
思います。本書が広く社会に受けとめられることを願います。‌
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